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能γスςϜ੍ޚ研究室
http://Henesis.naist.jp/
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ؒ先ੜととに研究にࣗओత・ੵۃతにऔΓめるਓɺࢉܭ機を׆用してϞϊをಈ͔した͍ਓɺ͘ཧՊֶֶૅجに
。して͍ͩ͘͞ݧຯの͋るਓͥͻडڵ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　数理的なものの見方さ͑できれ、情報ܥ学科のग़身でなくても大丈夫です。ಛに機械・電ؾ工学ܥग़身の学生が多数ࡏ੶しています。
。機のスΩϧやロϘίン経験などもあれ、さらにྑいでしΐうࢉܭ

研究室の指導方針
　研究テーマはೖ࣌ࢼのখ論จからࣜܗ的に決めるのでなく、配属後に先生方と૬ஊしつつ֤自のر望をे分にߟ慮して決めます。研
究室全体としてはఆྫの研究報ࠂ会 (基本的にि�ճ)があり、ྠߨや、先生͝との個別のミーティンάもあります。情報Ҏ֎にもいΖい
Ζな学科（機械、電ؾ 々）から学生が来るので、֤自のόックάラウンυやద性に応じて個別にࢦಋを行います。最ॳは学生同࢜で
ೖ門的なษڧ（ݹయ੍ޚや機械学習）から始め、その後、֤自の研究テーマ͝とに発展的な内༰を学習して、ঃ々に研究Ϩϕϧまで進
みます。

この研究で身につく能力
　技術分野としてはシステム੍ޚ、ਓ工知能（機械学習・ڧ化学習）、ロϘティクスですが、むしΖ大なことは論理的なものの見方
や課題への取り組み方、ࠔな問題にԿにして取り組む（またはճආしつつ目的を遂͛る）か、といった事の進め方、チームの内
や֎とのίミϡχέーションの取り方であると͑ߟます。研究室の活動を通じて、このような実力を身につけていただきます。

修了生の活躍の場
　製造業などの技術ܥ全ൠ、ಛに自動車、మ߯、電機、機械、IT、化学、インフラなど多ذにΘたります。

研究内容
ʲਿ本ʳ
　ϩόετ੍ޚదԠֶश੍ޚɺϞσϦϯάͳͲɺϞϊΛૢΔཧՊֶͰ͋Δ੍ޚཧͷڀݚΛ͍ͯ͠· ɻۙ͢࠷Ͱಛʹωοτϫʔ
ΫԽ੍ޚదԠֶशʹڵຯΛͯͬ࣋ ͍· ɻֶ͢ੜॾ܅ʹ小ܕͷϩϘοτΞʔϜυϩʔϯɺॊೈߏͳͲʹΑΔূݕ実ݧγ
ϛϡϨʔγϣϯΛ௨ͯ͡実ࣾձͰ੍ཱٕͭޚज़Λशಘͯ͠ Β͍· ɻ͢

ʲ小林ʳ
　͜Ε·Ͱͷʮ͑ΒΕͨڥԼͰ༩͑ΒΕͨ作ۀΛ͜ͳ͢ʯϩϘοτΛ٫͠ɺʮੜͷΑ͏ʹࣗΒͷखͰతΛݟ出͠達͍ͯ͘͠ʯ
次ੈͷࣗϩϘοτͷ։ൃΛ͍ͯ͠ࢦ· ɻͦ͢ͷͨΊʹɺੜΛ฿ͨ͠ܕใॲཧߏ（χϡʔϥϧωοτϫʔΫͳͲ）Λ༻
ֶ͍ͨश੍ٕޚज़ɺ֬౷ܭྗֶܥͷಛੑΛ利༻༷ͨ͠ʑͳ作ۀΛѻ͑Δ൚༻తͳతͷઃܭख๏ͳͲʹ͍͍ͭͯͯ͠ڀݚ· ɻ͢
·ͨɺ͜ΕΒཧڀݚΛ͢ূݕΔͨΊͷ৽ܕϩϘοτͷ作ʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢

ʲՖ田ʳ
　ۙɺਓ知ʹ͓͚ΔػցֶशιʔγϟϧωοτϫʔΫͷղੳͰɺϏοάσʔλ（ۃΊͯ大͖ͳαΠζͷσʔλ）Λѻ͏ػձ͕૿
͍͑ͯ· ɻ͢͜ͷΑ͏ͳσʔλ一ͭͷػࢉܭϝϞϦ্ʹऩ·Γ͖Βͳ͍場合͕͋Γɺඇৗʹѻ͍͕ࠔͰ ɻͦ͢͜ͰɺσʔλΛׂ
ͯ͠ෳͷػࢉܭͰֶशղੳΛ行͏ڠࢄௐղܾͱ͍͏ख๏͕Μʹ͞ڀݚΕ͍ͯ· ɻ͢本ࣨڀݚͰɺϚϧνΤʔδΣϯτγ
εςϜΛ༻͍ͨ࠷ࢄదԽΛղ͘ΞϧΰϦζϜͷߏஙੑͷཧతɾతղੳʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢·ͨɺ͜ΕΒཧڀݚΛ
·ϩϘοτͷ作ʹऔΓΜͰ͍ܕΔͨΊͷ৽͢ূݕ ɻ͢

研究設備と研究イϝーδ 研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
　研 究 成 Ռ は IEEE Trans. on 3obotiDs Nonlinear DZnamiDs といった
ੈքトップϨϕϧのࢽࡶに発දしています。ミϡンϔン工科大学などと国ࡍ共
同研究を進める一方、ෳ数のຽؒ企業（μイϔン、サムιンなど）との実用化
研究にもੵۃ的に取り組んでいます。科研費（基盤Bɼएख研究、एखBなど）
やஂࡒのॿ成金もίンスタントに֫得していて、ຖ多くの学生が国内֎で研
究発දをしています。
　よりৄしい情報はウェϒϖージ（http://Henesis.naist.jp/）やԼهのஶ࡞
を参ߟにしてԼさい。

・ খྛら、h ��.��マϧチロίϞーション 、ɦদ野΄か（ฤ）、ロϘット੍ޚ学ϋ
ンυϒック、ۙ科学社、pp. ���-���（����）

（写真左から）
教授：ਿ本　ݠೋ kenji@is.naist.jp
ॿ教：খྛ　ହհ kobaZashi@is.naist.jp 
ॿ教：Ֆా　研ଠ hanada@is.naist.jp
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